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世界の平和と親善　地域社会の向上発展 

　
現
在
Ｔ
Ｐ
Ａ
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
行
っ
て
い
る
「
循
環
型
共
生
社
会

の
創
造
」
と
い
う
農
村
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
（
財
）
カ
ラ
モ
ジ
ア

か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
が
、
カ
ラ
モ
ジ
ア
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
始
め
た
頃
か
ら
は
幾
分
進
化
し
て
い
る
。
一
九
九
八
年
カ
ラ
モ
ジ

ア
が
始
め
た
イ
ン
レ
ー
湖
流
域
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
〇
〇
年

暮
れ
の
キ
ン
ニ
ュ
ン
第
一
書
記
（
当
時
）
の
訪
問
に
よ
り
、
そ
れ
ま

で
の
実
績
が
評
価
さ
れ
二
〇
〇
一
年
か
ら
南
シ
ャ
ン
州
総
合
開
発
計

画
が
加
わ
り
、
後
者
を
メ
イ
ン
と
し
て
Ｔ
Ｐ
Ａ
に
引
き
継
が
れ
た
。 

　
南
シ
ャ
ン
州
総
合
開
発
計
画
の
舞
台
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
、
こ

の
度
三
つ
目
の
研
修
セ
ン
タ
ー
が
落
成
し
た
ナ
ウ
ン
カ
村
を
中
心
と

す
る
ポ
ー
地
域
で
あ
っ
た
。
十
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

考
え
た
時
、
最
終
的
に
成
果
と
し
て
残
す
べ
き
は
水
力
発
電
や
学
校

な
ど
を
幾
つ
造
っ
た
、
或
い
は
土
着
菌
の
技
術
を
ど
れ
だ
け
広
め
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
志
あ
る
人
材
を
如
何
育
て
る
か
以
外
に
無

い
と
考
え
た
。
そ
こ
を
出
発
点
と
し
て
ま
ず
始
め
に
将
来
の
農
村
リ

ー
ダ
ー
を
育
て
る
タ
ン
ボ
ジ
の
「
農
村
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
」、

次
に
循
環
型
農
業
や
循
環
型
開
発
の
普
及
の
観
点
か
ら
村
で
農
業
を

営
み
生
活
し
て
い
る
人
々
た
め
に
ピ
ン
ダ
ヤ
「
農
民
研
修
セ
ン
タ

ー
」
を
開
設
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
総
仕
上
げ
と
し
て
考
え
て
い
た

の
が
、
今
回
落
成
し
た
ナ
ウ
ン
カ
の
「
農
村
開
発
人
材
育
成
セ
ン
タ

ー
」
で
あ
っ
た
。 

　
開
発
と
は
突
き
詰
め
て
い
け
ば
自
分
を
知
り
他
の
人
々
へ
の
慈
悲

を
実
践
し
、
そ
の
広
が
り
と
し
て
地
域
社
会
が
良
く
な
っ
て
い
く
運

動
に
収
斂
し
て
い
く
。
三
つ
目
の
研
修
セ
ン
タ
ー
が
目
指
し
た
も
の

は
そ
れ
を
実
践
で
き
る
各
村
の
村
長
や
助
役
レ
ベ
ル
で
の
人
材
育
成

で
あ
っ
た
。
人
々
の
幸
福
や
社
会
の
安
寧
は
少
数
の
個
人
だ
け
が
良

く
な
っ
て
も
実
現
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

　
三
つ
目
の
研
修
セ
ン
タ
ー
は
ナ
ウ
ン
カ
村
に
あ
る
が
ナ
ウ
ン
カ
村

の
人
達
の
た
め
に
あ
る
の
で
な
く
、
ポ
ー
地
域
全
体
の
浮
揚
の
た
め

に
あ
る
。
一
つ
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
実
施
す
れ
ば
数
ヶ
月
で
終

っ
て
し
ま
う
が
、
そ
れ
ら
を
積
み
重
ね
運
動
と
し
て
い
く
こ
と
は
息

の
長
い
作
業
で
あ
る
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
の
が
確
か

な
理
念
と
志
あ
る
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。
わ
が
地
球
市
民
の
会
に
は

「
平
成
の
ご
誓
文
」
と
呼
ん
で
も
差
し
支
え
な
い
、
一
九
九
二
年
に

全
人
類
へ
発
し
た
テ
ラ
・
ア
ピ
ー
ル
と
い
う
二
十
一
世
紀
を
拓
く
た

め
の
確
か
な
理
念
が
存
在
す
る
。
そ
れ
を
研
修
セ
ン
タ
ー
の
中
心
に

据
え
て
地
球
市
民
運
動
を
実
践
す
る
人
材
が
育
た
ん
こ
と
を
切
に
願

っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
掌
　 

ナ
ウ
ン
カ
研
修
セ
ン
タ
ー
の 

落
成
に
思
う 
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テ
ラ
リ
ン
グ
全
国
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
構
築
へ 

テ
ラ
リ
ン
グ
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
へ 

―
全
国
の
皆
さ
ん
と
是
非
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！
― 

地球市民運動 
人　社会　自然　の相互依存を十分認識し 

すべての　いのち　を慈しみ　強く　優しく　豊かに　美しく育てる 

皆
様
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？

あ
っ
と
い
う
間
に
今
日
は
七
夕
、
あ
い
に
く
外
を
見

る
と
曇
り
。
牽
牛
と
織
女
は
果
た
し
て
一
年
に
一
度
の
デ
ー

ト
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
と
言
う
の
は
要
ら
ぬ
お
節
介
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
今
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
三
泊
四
日
の

近
畿
、
東
海
地
方
へ
の
訪
問
は
、
日
本
も
広
い
な
あ
と
言
う

事
を
感
じ
る
旅
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
度
の
旅
行
中
、
三
日
に
は
岐
阜
羽
島
の
大
野
一
明
邸
（
地

球
市
民
の
会
岐
阜
副
会
長
）
に
泊
め
て
頂
い
た
の
で
す
が
、

ま
ず
仏
間
に
入
り
ま
す
と
、
七
夕
の
短
冊
の
ほ
か
、
私
が
こ

れ
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
　
”盆
提
灯
“
が
、
所
狭
し
と
飾
っ

て
あ
る
の
で
す
。
や
は
り
、
岐
阜
や
愛
知
は
結
婚
式
な
ど
も

ど
派
手
だ
と
は
聞
い
た
が
、
七
夕
も
盆
も
一
緒
に
お
祭
り
さ

れ
る
の
か
、
と
感
心
し
な
が
ら
大
野
氏
と
話
を
し
て
お
り
ま

す
と
、
私
が
盆
提
灯
と
思
っ
て
い
た
の
は
、
実
は
そ
う
で
は

な
く
、
牽
牛
と
織
女
を
か
た
ど
っ
た
提
灯
で
、
七
夕
用
だ
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
そ
ん
な
も
の
は
私
の
郷
里
佐

賀
で
は
見
た
こ
と
も
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
、

日
本
国
内
で
も
文
化
の
違
い
は
沢
山
あ
る
の
で
す
。
違
う
地

方
で
働
く
、
生
活
す
る
、
あ
る
い
は
嫁
と
し
て
嫁
ぐ
、
色
ん

な
ケ
ー
ス
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
同
じ
日
本
と
思
っ
て
い
る

だ
け
に
、
苦
労
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
え
ば
、

う
ち
の
嫁
さ
ん
も
、
私
と
同
じ
佐
賀
市
の
出
身
で
あ
り
な
が

ら
、
我
が
家
に
嫁
い
で
、
人
生
最
大
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
、
と
言
っ
て
い
ま
し
た
っ
け
、
人
生
色
々
と
い

う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
今
回
の
旅
の
発
端
は
、
神
戸
市
外
国
語
大
学
で
の

映
画
「
人
間
の
翼
」
上
映
会
お
よ
び
講
演
（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
）
で
し
た
。
神
戸
市
外
大
の
富
永
君
（
そ
う
げ

ん
代
表
：
三
重
県
久
居
市
、
現
在
津
市
出
身
）
が
、
過
日
佐

賀
の
私
の
所
を
訪
れ
、
人
間
の
翼
の
み
な
ら
ず
、
地
球
市
民

の
会
ほ
か
の
活
動
に
つ
い
て
話
を
き
き
に
来
た
の
で
す
。
彼

は
既
に
神
戸
で
人
間
の
翼
の
話
を
聞
き
、
な
ん
と
し
て
で
も

神
戸
市
外
大
で
上
映
会
を
開
き
、
学
生
さ
ん
達
に
主
人
公
石

丸
進
一
の
生
き
方
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
言
う
の
で
す
。

私
は
彼
の
熱
意
に
打
た
れ
、
神
戸
に
行
き
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
富
永
代
表
や
、
高
木
実
行
委
員

ほ
か
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
一
所
懸
命
の
頑
張
り
で
、
会
は
彼

ら
の
予
測
と
期
待
を
も
超
え
、
三
百
人
以
上
の
参
加
を
得
て
、

大
成
功
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
会
の
中
に
は
、
古
賀
道
場
出

身
の
ロ
シ
ア
語
科
三
年
の
中
原
明
子
さ
ん
も
、
お
そ
ろ
し
く

頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
閉
会
の
言
葉
の
中
で
、
高
木

君
は
成
功
の
感
動
に
涙
に
咽
び
な
が
ら
、「
こ
の
場
を
借
り

て
、
前
か
ら
言
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
こ
と
を
ひ
と
つ

言
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
実
は
、
こ
こ
に
私
の
両
親
も
来
て
い

ま
す
。」
そ
し
て
、
一
呼
吸
お
い
て
、「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、
僕
を
生
ん
で
く
れ
て
、
有
難
う
！
」
私
は
、
高
木
君
始

め
、
こ
の
会
を
成
功
に
導
い
た
す
べ
て
の
学
生
の
皆
さ
ん
に

心
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
そ
の
夜
は
、
遅
く
ま
で
、
神
戸
の
皆
さ
ん
と
熱
く
語
り
（
も

ち
ろ
ん
、
兵
庫
県
以
外
か
ら
も
沢
山
お
見
え
に
な
っ
て
頂
い

て
い
ま
し
た
が
）、
神
戸
地
球
市
民
の
会
を
立
ち
上
げ
る
雰

囲
気
が
高
ま
り
ま
し
た
。
翌
朝
、
岐
阜
羽
島
で
大
野
君
の
出

迎
え
を
受
け
、
そ
の
足
で
三
重
県
津
市
地
球
市
民
み
え
の
会

の
伊
藤
会
長
、
栗
田
顧
問
、
秋
葉
事
務
局
長
ほ
か
と
昼
食
を

ご
馳
走
に
な
り
、
九
月
十
八
日
に
み
え
の
会
の
総
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
お
忙
し
い
の
に
本

当
に
良
く
し
て
頂
き
ま
す
。

　
昼
食
後
、
岐
阜
市
に
引
き
返
し
、
今
度
は
岐
阜
地
球
市
民

の
会
の
皆
さ
ん
と
久
し
ぶ
り
の
再
会
で
す
。
こ
こ
に
は
、
名

古
屋
か
ら
水
野
新
平
会
員
（
株
式
会
社
ホ
ー
ユ
ー
社
長
）
も

駆
け
つ
け
て
頂
き
、
岐
阜
の
森
会
長
も
東
京
出
張
か
ら
押
っ

取
り
刀
で
駆
け
つ
け
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
主
に
ミ
ャ

ン
マ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
話
が
出
ま
し
た
が
、
さ
す
が
に
親

子
ツ
ア
ー
を
出
し
て
い
る
会
だ
け
に
、
話
に
熱
が
こ
も
っ
て

い
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
岐
阜
羽
島
か
ら
京
都
へ
。
京
都
で
は
、
昨
年
ま

で
佐
賀
県
の
陶
彩
画
家
草
場
一
壽
氏
の
下
で
修
行
し
て
い
た

宮
川
尚
子
さ
ん
と
会
い
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
の
原
田
憲
一

教
授
（
地
球
物
理
学
）
を
訪
れ
、
同
大
学
内
の
こ
ど
も
芸
術

大
学
（
研
究
所
の
位
置
づ
け
）
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

夢
の
学
校
開
設
に
向
け
て
多
く
の
示
唆
を
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
ど
も
芸
術
大
学
は
、
芸
術
を
中
心
に
混
沌
と
し

た
現
代
社
会
に
「
和
」
を
も
た
ら
し
、
未
来
を
切
り
開
い
て

い
く
子
供
た
ち
を
育
て
て
い
こ
う
と
言
う
趣
旨
で
、
お
母
さ

ん
と
三
歳
児
か
ら
五
歳
児
の
こ
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
た
生

活
と
学
び
の
場
で
す
。
一
緒
に
行
っ
た
宮
川
さ
ん
も
大
喜
び

で
、
京
都
地
球
市
民
の
会
も
立
ち
上
げ
ま
し
ょ
う
！
と
言
う

話
も
現
実
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
夜
は
大
阪
へ
行
き
、
関
西
国
際
交
流
団
体

協
議
会
設
立
二
十
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
出
席
、
七
、

八
年
ぶ
り
に
、
関
東
関
西
の
日
本
の
国
際
交
流
、
国
際
協
力

の
第
一
世
代
と
で
も
言
う
べ
き
懐
か
し
い
方
々
と
再
会
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
終
わ
る
や
否
や
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
長
年
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
大
阪
の
う
ど
ん

す
き
の
老
舗
「
美
々
卯
」
の
薩
摩
社
長
と
ゆ
っ
く
り
話
す

時
間
を
頂
き
、
貴
重
な
お
話
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
で
あ
と
は
寝
る
だ
け
、
と
思
う
が
早
い
か
、
神
戸
か

ら
ま
た
話
を
し
よ
う
、
と
電
話
が
あ
り
、
再
び
神
戸
に
戻
っ

て
午
前
零
時
ご
ろ
か
ら
午
前
五
時
ご
ろ
ま
で
超
熱
い
時
間
を

持
つ
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
と
、
言
う
こ
と
で
、
く
た

く
た
に
な
っ
て
佐
賀
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
、

久
方
ぶ
り
の
全
国
行
脚
を
再
開
す
る
時
期
が
巡
っ
て
来
た
よ

う
で
す
。
七
月
二
十
日
前
後
は
お
そ
ら
く
東
京
や
横
浜
で
、

又
、
そ
の
他
の
地
域
へ
も
今
年
は
一
度
は
お
邪
魔
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
節

は
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
、
当
会
の
活
動
に
、

尚
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　（
平
成
十
八
年
七
月
七
日
）



 
 
 
 
 
　どこの国のどんな事業でもすんなり進むものは滅多に無く、いつも思いがけない問題が発生
し、悩まされることがある。私がミャンマーに来て問題なく思い通りにことが進んでいる事業と
いうのは皆無といっても過言ではないと思う。 
　そんな状況の下、ミャンマープロジェクトで最も苦労している事業がナウンカ研修センター建
設運営事業である。この研修センター建設 ･運営事業はJICA（国際協力機構）との「草の
根技術協力事業パートナー型」で進めているのだが、事業に着手した時点より多くの課題を
抱えていた。この事業の企画立案に伴う設
計見積は既に2002年に行われていたのだが、
JICAとの交渉を続ける中、採択時には既に
2年の歳月が経っていた。この間にミャンマ
ー国内では急激なインフレが起こっていた。
欧米からの経済封鎖をされているミャンマーで
は、経済の低迷の中アジア通貨危機を克服し
たタイなどの周辺国の好景気と、中国インドか
らの資金流入による需要の拡大を原因に、建設
資材を筆頭に急激な物価上昇が起こっていたので
ある。すでに資材等の価格は2倍以上に上がって
おり、当初設計の建物を建設するためには見積りの
金額内では造ることができないことが判明した。そ
れだけではない。この建設運営事業を始める際のTPAの目的は「センターでの短期の研修及び加工
作物の研究を通して、村落開発を担う地域のリーダーの育成を行うこと」であった。しかし、事業実施
時に再度調査したところ、事前に調べた調査結果とは異なり、PNOの事務局長の要望は将来のポオー地
域の農民リーダーをタンボジ研修センターのように長期間の研修で育てることであり、地域の住民は新しい
作物を学ぶことであった。村の責任者は作物を長く保存する方法を教えて欲しいと言った。検討の結果、TPA
の意思のみに沿って当初計画どおり事業を行えば、直接受益者の事業に対する当事者意識に支障が出るという判
断をし、できるだけ現地の要望を汲み上げることになったため全面的な設計のやり直しが必要になった。実際に建
設が開始されると、石油原価高騰により建設資材の急激の上昇が起こり、ガソリンについては3倍に値段が上がり、
それに伴う工業製品も軒並み上がった。当初計画の予定外に生じたコスト、燃料急騰のため電気が村から供給できな
くなった問題、当初計画よりも周辺住民の数が増えたため村から水供給が出来なくなった問題、その二つの問題解決の
ために井戸水を汲み上げるエンジンコンプレッサー、発電機を導入しなければならなくなったことなど新たな課題が発生し
た。しかも、井戸の水が当初良好だったのが泥混じりの水となり生活用水として支障をきたしたこと、安い中国製のエンジ
ンは常に故障することなど、問題山積状態が続いていた。更に、過去TPAには建設後の運営をするという事業の経験がな
かったために、運営費の計上をしていなかったという大きな問題が出てきた。これまでは、単なる建設事業の後、現地カウン
ターパートに引き継ぎ、運営を任せ、適時チェック及びアドバイスするというものが大勢だった。TPAは大きな授業料を払い、

得がたきものを得はしたが、その代償は大きく、今後この研修センターの資金
調達に我々は大きな労力を払わなければならなくなる。 
　このような多くの問題を乗り越え、５月末にて工事を完了し、6月20日の落成
式と20日から3日間の記念研修を行うところまでやっとこぎつけることができた。
しかし、落成式を4日後と控えた17日、中央から派遣された軍のこの地域の司
令官であり、この地域の最高権力者であるコマンダーからの式開催の許可が下
りず、延期となってしまった。1ヶ月前から準備を進めていた私としては、やるせ
ない気持ちでいっぱいになった。 
　何から何まで問題ばかりのこの事業だが、救いというものは必ずあるものだ。
落成式と記念研修の延期は、電話も十分に無いこの地域では連絡が行き届かな
い。当日来る人もあるだろうと、その対応のため当日朝から私はセンターで待っ
ていたら、案の定、数名の研修生がやって来た。遠来のため前日から来ていた
人もいて、その人たちに事情を説明し、お詫びを言った。すると彼らは皆口を

揃えて、「私たちの地域にこのようなセンターが出来たのは本当に嬉しい。是非研修に参加したい。楽しみにしている。」と言
ってくれた。ポオーの人々に期待をされていることを実感できて、少しはやってよかったなという気持ちにもなった。 
　しかし、センター稼動はこれからである。地域の方々の期待にこたえられるような内容の運営、事業移管に向けたこのセン
ターの持続的運営の模索など課題はまだまだある。そのためには、我々の努力もさることながら、多くの方々の協力も必要に
なる。さしあたって、このセンターで1年程度の長期間農業を指導してくれるボランティアが必要である。お心当たりの方が
いらっしゃれば、是非にご紹介頂きたい。 

第9話  「山あり、谷あり」 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミャンマープロジェクトマネージャー　大野　博之 
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タイトルの「とげずと云ふことなきなり」は懐奘編「正法眼蔵随聞記」より拝借しました。 

作業に励む建設スタッフ 

建設中のナウンカセンター 









ャンマー連邦南シャン州州都タウンジーで一昨年の11
月から家族の奮闘が始まりました。田舎モンの私にとって、

その時5歳の娘と1歳5ヶ月の息子を連れての初めての海外生活、
特に辺境の地とあっては、不安だらけでした。ただ心の支えは
家族みなが一緒に暮らしているという事実だけでした。そのよ
うな状況で、初めの頃はどのような生活を送っていたのかお伝
えさせていただきます。 
　子ども2人を連れて片道40分の道のりを歩いて市場まで買
い物へ行きます。町の人々は私たちを物珍しいものを見るよう
に陰から指をさしながらこそこそと話をします。私たちの行動
は監視の目にさらされているようで、完全に異邦人として心安
らぐことはありませんでした。 
　娘は中国人やインド人のためのインターナショナル・スクー
ルに行くようになりました。彼女は毎朝、緊張の顔を浮かべ新
たな試練に臨んでいたのですが、中国の反日運動の頃、学校で
中国人の男の子に「JAPAN!！」と叫ばれて服に水をかけられ
たことがあり、事情のわからない彼女から「なにもしていない
のにどうして？」と聞かれたときは切なく感じたものでした。 
　息子はミャンマーの人たちにとても可愛がってもらいました。
彼と散歩していても、私が目を離したときには誰かほかの人に
抱っこされ、その人の家に連れて行かれます。急にいなくなる
ので私はいつも冷や汗をかいていたものでした。 
　このような状況の中、当初しばらくはとんでもないところに
来てしまったなぁと気分も滅入ってしまっていました。しかし、
落ち込んでばかりはいられません。子どもたちはけなげに頑張
って生活しています。その姿を見て、「どうやってみんなが明る
く、元気に生きていくか？」ということが母としての私の役割だ
と感じたのです。そう思って生活に向き合ったら、何故か気に
なっていたことが気にならなくなってきました。そうすると、ミャ
ンマーの人々はいつしか珍しい外国人から、見知った隣人へと
対応が変わってきたのです。自分の心がけ次第でみんなは変
わってくれました。今では、この僻地で「母である幸せ」を感じ
ながら生活出来るようにもなりました。 
 
※大野裕里さんは、TPAミャンマー事業プロジェクトマネージャ
　ー大野博之氏の奥様です。 
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ャンマーは今、雨期
の真っ只中です。日

本の梅雨はひと月程度で
終わりますが、ミャンマー
の雨期はだいたい5月の
下旬から10月まで続きま
す。「雨が降るとすぐに
洪水になりますよ。でも
雨が降ると涼しいです」
とアシスタントのシュエ
さん。4月の暑さに辟易していた私は、洪水を恐れつつも気温
が下がるのを楽しみに雨期を迎えました。 
　日本では梅雨には1日中雨がしとしと降り続きますが、ヤンゴ
ンではついさっきまで青空が見えていたかと思うと、あっと言う
間に雨雲が広がり土砂降りになります。雲の流れが早い時には
30分程度で再び青空が顔を出しますが、雨雲が空一面に広が
っているときは1～2時間降り続く時もあります。そんな時は案
の定、雨上がりの道路は水たまり。洪水とは言わないまでも外
に出るのがためらわれます。事務所の前の道路はそれでもま
だ良い方で、一度ダウンタウンの別の場所で雨に降られた時は、
膝までつかるような水たまりで行く手を塞がれてしまいました。
すっかり怖気づいた私はぐるっと遠回りをするしかありません
でしたが、もちろんミャンマー人は慣れているのでこんな時も
慌てず騒がず、水につかって歩いています。私が最もびっくりし
たのは、足元まで水が来ているのに、屋台で普通に食事をして
いる地元の人たちの姿です。 
　でも、溶けそうに暑かった4月が嘘のように、雨期になってず
っと涼しい日が増えました。また、雨のおかげで木々の緑も映え
てきれいです。乾期はもちろん過ごしやすいですが、雨期のミ
ャンマーも一度体験してみることをお勧めします。 　 
＊題名のモーヤーディはミャンマー語で「雨期」を意味します。「雨が
降る」はモーユワデー。「雨」はモー、「降る」はユワデーです。 
 

めて寄稿させていただきます、地球市民の会ヤンゴンオフ
ィスアシスタントのシュエです。 

ミャンマーは仏教徒の国なので、どこに行ってもパゴダ、僧院、
僧侶を目にすることが出来ます。僧院には4種類あります。仏
陀が言った教えを学校みたいに教える僧院、実際に修業する僧
院、瞑想のシステムを教える僧院や、孤児院の仕事も小学校の
仕事も行っている僧院もたくさんあります。 
昔は政府は孤児院として機能する僧院は認めていなかったの
ですが、６年前からは認められています。でも孤児院とは呼ばれ
ていません。なぜかと言うと、中には孤児ではない子もいるか
らです。その子供達はなぜ僧院に入るかと言う理由はたくさん
あると思うのですが、主な理由は二つあります。一つ目は教育
のためです。僧院が学費、食べ物や寝る場所をあげるからです。
二つ目は政府に反対するグループの子供達が、むりやりに軍隊
に入れられるのを避けるためです。 
僧院は小学校５年生まで教えます。小学校が終わって中学校、
高校、大学まで勉強したい子がいれば学費も生活費も僧院が
出します。小学校が終わ
ってお坊さんになりたい
子は修業してお坊さん
の勉強をします。それを
選ぶのは自由です。 
　この僧院、もしご興味
があれば、ヤンゴンにお
いでの際にはご案内致
します。ぜひご連絡くだ
さい。 
 

中央が大野プロジェクトマネージャーの娘さん 
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さん、はじめまして。私は、青年海外協力隊１７
年度１次隊青少年活動として、タイに派遣された

今村祥子（さちこ）といいます。 
　今回は、皆さんに私が、タイでどのような活動をして
いるかご紹介したいと思います。 
　最初に、私の職種の青少年活動について少し説明し
たいのですが、皆さんは、青少年活動と聞いて、どのよ
うなイメージを持たれますか？非常に漠然としていて、
具体的にどんなことをしているのか、想像し難いのでは
ないでしょうか？ 
　実際、この職種は多岐に渡っていて、施設でカウンセ
ラー的な働きをしている人、バトミントンやエアロビクス
を教えている人、少年刑務所の刑務官として働いてい
る人など、多種多様で、これと一括りにすることはでき
ません。ただ、共通していることは、青少年を対象とし
て、その育成に関わるということだけです。 
　タイで、ボランティアとして活動を開始して、早8ヶ月。
あっという間の暗中模索の日々でした。ただ、少しずつ
タイの学生と触れ合う中で、自分自身の在り方を考えさ
せられたり、タイという国の様子が少しずつ見えたりし
てきました。そして、青少年と関わっていくことの難しさ、
面白さも少しだけわかった気がします。 
　私がこの8ヶ月間、どんな活動をしてきて、何を感じ
たか、また今後どのように活動を展開していくのか、ご
紹介していきたいと思います。 
　まず、私の具体的な要請案件は、文化財の保護啓蒙
活動を地域住民、特に青少年を対象に行うということで
した。 
　現在の私の配属先はロブリー県ターウン郡役場という
ところです。ロブリー県は、日本人街や遺跡で知られる
アユタヤの北、ほぼ車で1時間ほどの場所に位置し、
アユタヤ王朝時代諸外国の脅威から逃れる為、当時の
ナライ王が王宮を移した場所です。なので、旧市街地
には、アユタヤ王朝時代の建造物が今もあちこちに残っ
ていて、歴史を感じさせます。それらの建造物の1つに、
ナライ王に重用され、総理大臣の地位にまで登りつめ
たギリシャ人フャルコンの屋敷跡があります。彼の妻は
マリという日本人女性で、彼女がタイの人に教えた長崎
伝来のお菓子は、今も街角でよく売られています。他
に佐賀の人たちが親しみを覚えると思われるのは、ア
ユタヤは当時貿易の中継点で、オランダ東インド会社を

通じ長崎から有田焼が輸出されていましたが、ここロブ
リーにも有田焼がチャオプラヤ川をのぼって伝わってい
ました。佐賀出身の私としては、不思議な縁を感じて
なりません。毎年3月に、ナライ王を偲ぶお祭りが王宮
跡（現在は博物館）で行われます。その時代の人達
に扮した劇が行われますが、そこでフランス人やオラン
ダ人に混じって、羽織袴を着た日本人（らしき）が登
場します。このように、日本とタイに交流の歴史があっ
たこと、有田焼がもたらされたことを学生に伝えて、日
タイ親善の1つのきっかけになれればと思っています。 
　実際、タイの高・大学生の日本に対する興味は高く、
日本企業の進出もあって、日本語教育も高校から盛んで
す。私も、週に1回ずつ2つの高校で教えていますが、
皆日本の歌手もよく知っていて、宇多田ヒカル、ジャニー
ズなどが特に人気があるようです。 
　他に、大学生を対象にキリスト教の宣教師と共に、放
課後英語を教えるボランティアをしていますが、タイの
学生は少しシャイで、素直で、明るく思いやりのある子
が多い気がします（時間・約束に関してはかなりルーズ
ですが）。日本人が失くしてしまった美徳のような物を
彼らから感じることがあります。 
　しかし、そんな明るい彼らからもこの国が持つ問題
点が見え隠れすることがあります。この国は、男性の
浮気が多いせいか、非常に離婚率が高く、家庭に複雑
な背景を持つ子も少なくありません。寂しさのあまり、
麻薬などに手を出す子もいるようです。ゆったりとして、
のどかな日常の中に潜む落とし穴。減少しないHIVも
大きな問題の1つです。また、HIV感染者や山岳民族
に関する差別なども、学生たちに考えてもらいたい伝え
たい問題だと思っています。弱者に対する態度に、い
つも見せてくれる思いやりがあまり見当たらない気がす
るのです。 
　急速に発展していく中にあって、物質的な側面に偏り
がちなタイ。そこで、一番影響を受けていくのは、子
供達です。 
　本当にとるに足りない微力な存在かもしれないけど、
外国人としての視点から、この国の文化や社会的問題を、
学生たちと一緒に後残りの日々考えていきたいと思います。 
　そして、この国の人達の持つ心の豊かさや、思いや
りの心が失われることがない様に、切に祈ってなりません。 
 

皆 

地球市民の会は、社団法人協力隊を育てる会と、協力隊員の活動の支援をしております。 

－ からの手紙－ 

ほほえみの国から

サワディーカー
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て
い
る
自
然
・
・
・
。 

自
然
と
共
に
、
自
然
を
感
じ
な
が
ら
生
き
る
こ
と
の
少
な
い
私
た
ち
の
毎
日
は
、

生
き
る
こ
と
の
意
味
が
無
機
質
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ

ん
。
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
毎
日
座
り
、
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
の
な
い
世
界
を
簡
単
に

知
る
事
が
で
き
、
い
わ
ゆ
る
肌
で
感
じ
る
こ
と
の
な
い
世
界
で
、
人
と
人
と
の
摩

擦
や
触
れ
合
い
を
な
く
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
感
情
を
変
え
る
こ
と
も
な
く
、
傷

つ
く
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
大
人
達
が
自
ら
生
き
る
自
信
と
指
針
、
そ

し
て
生
き
る
元
気
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
子
供
達
は
何
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い

い
の
か
判
ら
な
い
。
揺
れ
る
子
供
達
の
心
が
新
聞
紙
上
の
事
件
と
し
て
表
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
も
人
の
親
と
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
毎
日
で
す
。 

　
自
然
の
美
し
さ
と
厳
し
さ
、
そ
し
て
、
そ
の
恵
み
。
私
た
ち
は
そ
れ
ら
を
認

知
、
尊
敬
し
、
次
代
の
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
く
責
任
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。
い
の
ち
を
大
切
に
、
心
の
豊
か
な
時
代
が
来
ま
す
よ
う
に
…
。
（
尚
） 

◆北海道の富良野の景色、もう一度行きたい！　納富 　　　　　 
◆キャンプ、ツーリング、自転車レース、カヌー… 
　やっぱOUTDOORでしょう！　畑  
◆韓国で食べた超～特大のかき氷!! 思い出します。　吉岡  
◆遠ーくから聞こえる風鈴の音色… 
　子供心に風流を感じたものでした。　西村  
◆夏が過ぎ風あざみ。一夜の華に、和の心～　池田 
 

「夏の思い出」

今号のひとこと

佐賀県国際交流協会よりご寄附いただきました
　昨年度、佐賀県国際交流協会
様主催のミャンマーツアーで
TPAプロジェクトサイトを訪問さ
れた方々がミャンマー写真展を
開催され、そこで集まった寄附金
31,842円をTPA・ミャンマー事
業にご寄付いただきました。同ツ
アーメンバーの方々からはツアー
が終わった後も引き続き様々な
面でご支援いただいております。心より御礼申し上げます。 

㈱佐賀銀行様より
書損じ葉書きと古切手を贈呈して頂きました

　団体会員の佐賀銀行様より、書損じ葉書きと古切手のご寄付を
いただき、去る5月29日に贈呈式が執り行われました。お忙しい業
務の中で、一枚一枚の封筒から古切手を切り取る作業をして頂い
ているとのこと。皆様のご支援に心よりお礼申し上げます。 
　ご協力頂いた古切手は専門の方に引き取って頂き、現金に換え
てミャンマー・タイ・スリランカの支援に使わせていただいております。 
 




